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心
身
障
害
者
の
社
会
参
加
の
場
－
共
同
作
業
所
で
き
る
（
５
月
）

１月

２月

３月

８月

９月

10月

式
．

お二

一巻
い

ニ●
・

ｊｍ
ｓ叫

き
1
4
で
定

約
丿
指

は
園
に

計
公
財

会
浜
る
化

般
川
れ
文

一
白
か
形

ｒ
ト
Ｆ
開
有

決
一
園
会
が

可
夕
公
総
市

算
ス
敷
立

予
部
川
設
鳥

度
木
河
の
６

年
進
の
団
ど

5
3
推
め
業
な

で
建
つ
事
像

会
再
２
者
仏

議
主
に
齢
の

市
白
川
高
寺

例
政
治
治
林

定
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宇
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ゆ
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目
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南
小
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開
校
（
４
月
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市
役
所
の
業
務

2
9
日
か
ら
3
日
ま
で
休
み

今
年
も
あ
と
わ
ず
か
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
年
末
の
市
役
所
の
一
般
菜

市役所連絡所

務
は
1
2
月
2
8
日
で
終
り
ま
す
。

年
末
に
な
る
と
、
戸
籍
の
謄
・
抄

設置場所 店名 ／’

小倉（賢談小倉駅前）
カメラのうさぎ堂 い

12ず月れ

27の日商

？店1も

月4

日は

収扱

いま

せん

槙島町南落合（紫ヶ丘団地7の通り）江口商店

羽拍子町（大開マーケット東隣り）松下時計店

木幡御ｍｍｍ山商店街）岩田轡店

木幡西中
（京阪木幡駅束100≫≫） 志水商店

五ヶ庄芝ノ東（宇治小学校西向い）黄県薬局

広野町茶屋裏（近鉄大久保駅東）荒木書店

伊勢田町遊田（西小倉小南100加）小山瑞泉堂

市役所で行われた救助訓練

市
役
所
連
絡
所

市
民
図
書
室

火
災
ゼ
ロ
で

新
年
を

事
業
所
の
公
害
防
止

管
理
の
徹
底
を

あ
わ
た
だ
し
い
年
末
と
年
始
に
は

汚
水
の
排
出
や
産
業
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
、
そ
れ
に
廃
油
の
流
出
事
故
な

ど
が
起
こ
り
が
ち
。
市
に
寄
せ
ら
れ

る
苦
情
も
毎
年
多
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

工
場
や
事
業
所
で
は
、
忙
し
い
か
・

ら
と
い
っ
て
日
ご
ろ
の
管
理
体
制
を

ゆ
る
め
な
い
で
、
公
害
の
防
止
に
い

っ
そ
う
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
未
処
理
の
排
水
・
油
等
が
流
出
し

な
い
よ
う
十
分
な
対
策
を

▽
浄
化
槽
や
油
分
離
檀
、
排
水
処
理

昨
年
、
市
内
で
起
こ
っ
た
火
災
（

四
十
六
件
）
の
う
ち
二
十
六
％
に
あ

た
る
十
二
件
が
タ
バ
＝
の
火
に
よ
る

火
災
。
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
が
吸
い
が

ら
の
不
始
末
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

タ
バ
コ
の
性
貿
を
よ
く
知
っ
て
防

火
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

タ
パ
＝
が
一
番
よ
く
燃
え
る
の
は

強
い
風
の
と
き
で
は
な
く
、
毎
秒
一

に
包
ま
れ
て
い
た
り
、
空
気
に
冷
や
。

さ
れ
る
た
昨
ヽ
三
百
度
か
ら
四
百
度
Λ
こ

’
ク
ポ
イ
ッ
ト
Ｖ

と
俗
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
木
・
出
が
け
の
Ｉ
ぷ
く
が
習
慣
に
な
っ

材
の
着
火
温
度
は
二
百
五
十
屁
か
ら
て
な
い
か
。
・

三
百
度
ぐ
ら
い
で
す
の
で
、
タ
バ
＝

の
火
で
十
分
に
火
が
つ
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
タ
パ
＝
の
火
は
他
の

火
気
と
違
っ
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
ｉ
ｍ
家
と
と
も
に
移
動
し
、
私
だ

こ
わ
い
タ
バ
コ
の
火

・
寝
タ
バ
＝
を
し
て
い
な
い
か

・
く
わ
え
タ
バ
コ
で
歩
い
た
り
作
業

を
し
て
い
な
い
か

・
灰
皿
は
大
き
い
も
の
を
使
っ
て
い

る
か

（
消
防
本
部
）

あ
と
始
末
完
全
に

μ
ぐ
ら
い
の
弱
い
風
の
場
合
で
す
。

標
き
速
度
は
、
風
の
ほ
と
ん
ど
吹

か
な
い
自
然
状
態
で
毎
分
四
ミ
リ
燃

え
、
標
準
サ
イ
ズ
の
タ
バ
コ
（
フ
″

ル
タ
ー
部
を
除
く
六
十
三
ミ
ジ
）
は

約
十
五
分
四
十
秒
ほ
ど
で
燃
え
つ
き

ま
す
。

ま
た
、
温
度
は
七
百
度
か
八
百
度

ま
で
高
く
な
り
ま
す
が
、
表
面
は
灰

施
設
等
の
保
守
・
点
検
・
管
理
の

徹
底
を

▽
汚
泥
・
廃
油
、
そ
の
ほ
か
廃
棄
物

を
公
共
用
水
域
に
投
棄
し
な
い

（
環
境
保
全
課
）

成
人
の
日
の
集
い

新
し
く
成
人
に
な
っ
た
こ
と
を
祝

い
、
お
互
い
に
喜
ぴ
あ
お
う
と
、
来

年
も
『
成
人
の
日
の
つ
ど
い
』
が
開

か
れ
ま
す
。

こ
の
つ
ど
い
は
、
成
人
を
迎
’
Ｓ
≪
0

青
年
を
中
心
に
実
行
委
員
会
（
委
員

参
加
で
脊
心
の
は
、
昭
和
3
3
年
4
月

2
日
か
ら
昭
和
3
4
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

▽
と
き
・
・
・
昭
和
5
4
年
1
月
1
5
日

午
後
1
時
～
3
時
半

▽
と
こ
ろ
・

▽
内
容・

式
典

木
幡
中
学
校
体
育
館

・
記
念
講
演
藤
本
義
一
さ
ん

・
は
し
だ
の
り
ひ
こ
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト

・
写
真
コ
ー
ナ
ー
、
寄
せ
書
き
コ

ー
ナ
ー

実
行
委
員
会
で
は
、
ひ
と
り
で
も

多
く
の
新
成
人
の
み
な
さ
ん
の
参
加

ち
の
生
活
の
い
た
る
と

こ
ろ
に
火
災
の
危
険
を

ふ
り
ま
い
て
い
る
と
も

い
え
ま
す
。

こ
の
た
め
後
始
末
が

大
切
で
す
。

次
の
チ
エ
″
ク
ポ
イ

ン
ト
で
自
己
点
検
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

（
社
会
教
育
課
）

ご
近
所
迷
惑
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

く
接
し
た
い
も
の
で
す
。

と
く
に
年
末
年
始
は
あ
わ
た
だ
し

く
な
り
ま
す
が
、
ご
近
所
の
ご
迷
惑

の
か
か
ら
ぬ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
夜
が
ふ
け
た
ら
、
テ
レ
ビ
ー
ラ
ジ

最
近
、
市
民
相
談
室
に
「
隣
り
の
オ
の
音
を
小
さ
く
。

騒
音
が
気
に
な
る
」
「
ゴ
ミ
を
燃
や
・
酔
っ
て
大
声
出
さ
ぬ
よ
う
。

さ
れ
て
洗
た
く
物
が
汚
れ
る
」
と
い
・
荒
ご
み
は
不
燃
物
収
集
へ
。

つ
た
Ｅ
勁
の
間
で
の
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
ゴ
ミ
減
量
に
協
力
」
と
考
え
ら

れ
て
ゴ
ミ
を
燃
や
さ
れ
る
と
、
そ
の

灰
や
臭
い
が
お
隣
り
に
も
及
び
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ご
近
所
ど
う
し
は
何
か
と
助
け
合

い
、
と
も
に
暮
ら
し
て
い
く
も
の
。

ち
ょ
っ
と
し
た
心
づ
か
い
で
気
持
よ

飲酒運転事故追放

10年の誇り

2
8
日
の
法
律
相
談

日
程
を
変
更

目と心酒が狂わす一滴の

宇治市公認水道工業協同一組合
朝
日
建
設
Ｔ
一
業
㈱

宇
治
市
宇
治
半
白
一
八

電
話
二
Ｉ
Ｉ
一
二
八
五

新
下
｝
⊥

宇
治
市
木
幡
熊
小
路
四
三
－
五

電
話
三
二
Ｆ
五
七
五
二

植
田
ポ
ン
プ
㈱

京
都
市
伏
見
区
大
阪
町
五
九
三

‘
電
話
六
一
一
一
五
一
二
七
～
九

宇
治
川
’
上
業
所

宇
治
市
五
ヶ
庄
上
村
一
六

‘
電
話
三
一
－
八
六
八
八

ウ
チ
ラ
管
丁
一
事
㈱

宇
治
市
広
野
町
東
裏
一
一
二

電
話
四
三
－
一
一
四
一

大
川
設
備

宇
治
市
伊
勢
田
町
砂
田
六
の
二
〇

電
話
二
三
一
六
二
七
五

加
賀
Ｈ
業
所

宇
治
市
木
幡
東
中
二
六
の
Ｌ

電
話
三
一
－
五
八
一
五

木
下
商
店

宇
治
市
小
倉
町
寺
内
六
七

電
話
二
Ｉ
Ｉ
二
六
八
九

久
保
田
｝
上
作
所

宇
治
市
宇
治
一
番
一
五
四

電
話
二
Ｉ
Ｉ
二
三
八
五

㈱
彩
光
設
備

宇
治
市
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒
只
の
八

電
話
四
四
－
五
六
三
〇

関
口
Ｔ
一
業
㈱

宇
治
市
菟
道
門
の
前
四
二
の
二

電
話
二
二
－
八
三
三
八

㈲
照
喜
名
｝
上
業
所

宇
治
市
宇
治
戸
ノ
内
二
七

電
話
二
二
上
二
六
六
一
じ
ニ

南
郷
Ｔ
一
業
所

宇
治
市
宇
治
乙
方
五
六

電
話
二
一
一
二
三
一
〇

西
岡
Ｈ
業
㈱

京
都
市
伏
見
区
鷹
匠
町
一
七

電
話
六
〇
一
－
五
三
三
一

西
田
工
業
所

宇
治
市
木
幡
南
端
二
八

電
話
三
一
一
八
二
五
五

㈱
森
Ｔ
1
業
所

宇
治
市
大
久
保
町
北
ノ
山
九
三

電

話

四
三
－
一
四
七
四

水
道
｝
上
業
所

市
宇
治
妙
楽
七
三

宇
治
市
横
島
町
薗
場
一

電
話
二
二
Ｉ
五
一
一
．

ＰＩニ

：業土

一四
緬元

一一

一

水道管も保温を

冬
至
な
ぞ
そ
こ
ま
で
Ｉ
寒
波

も
Ｉ
Ｒ
と
厳
し
く
な
り
、
こ
れ
か
ら

髪
示
番
。

水
道
管
の
多
く
は
戸
外
に
あ
り
、

寒
さ
の
た
め
に
凍
結
し
た
り
す
名
こ

と
が
よ
く
ぁ
り
ま
す
。
早
め
に
保
温

材
を
巻
き
付
け
る
な
ど
し
て
保
温
を

し
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
保
温
す
る
に
は
手
近
な

も
の
と
し
て
、
布
や
市
販
さ
れ
て
い

る
発
泡
ろ
万
＝
Ｉ
ル
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
露
出
し
て
い
る
水
道

さむ～い冬本番

管
に
巻
き
付
け
、
そ
の
う
え
に
ビ
ニ

ー
ル
を
巻
い
て
水
に
濡
れ
な
い
よ
う

に
す
る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
水
道
管
や
蛇
口
が
凍
っ
て

水
が
出
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
凍
っ

た
部
分
に
布
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
う
え

か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け

て
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
か

け
ら
と
水
道
管
が
割
れ
ま
す
か
ら
絶

対
に
か
け
な
い
よ
う
に
汪
意
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
水
道
管
が
破
損
し
た
と
き

は
水
道
の
公
認
業
者
へ
連
絡
し
修
繕

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
ヽ
水
道
’
長
＝
藤
田
佳
児
さ
ん
）
が
準
備
を
ず

管
の
破
損
や
凍
結
な
ど
の
故
障
が
生
す
め
て
い
ま
す
。
当
日
に
は
、
楽
し

じ
た
と
き
は
ご
霖
の
公
認
業
者
が
当
い
催
し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

番
に
当
゜
て
い
ま
す
の
で
ヽ
近
く
の
こ
の
『
成
人
の
日
の
つ
ど
い
』
に

業
者
に
直
接
ご
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

（
水
道
部
）

＜年末年始の公認業者当番表＞

消防豆知識

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ
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衆
議
院
補
欠
選
挙

1
月
1
4
日
が
投
票
日

衆
議
院
京
都
府
第
二
区
選
出
議
員

楠
欠
選
挙
は
、
十
一
万
二
十
五
日
告

示
、
来
年
一
月
十
四
日
投
県
で
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

政
治
は
、
私
た
ち
自
身
の
も
の
で

す
。
み
な
さ
ん
の
意
思
を
国
会
に
反

映
さ
せ
る
た
め
に
、
り
っ
ぱ
な
代
表

二
十
五
日
か
・
り
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
印
か
ん
を
持
っ
て
市
役

所
内
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、

▼
投
票
所
入
場
整
理
券
…
…

こ
れ
ま
で
各
世
帯
ご
と
に
封
書
で

お
届
け
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
選
挙
か
ら
各
有
柁
者
個
人
あ
て

に
ハ
ガ
キ
で
お
届
け
し
ま
す
。

▼
投
票
で
き
る
人
は
…
…

今
回
の
選
挙
で
は
昭
和
三
十
四
年

一
月
十
五
日
以
前
に
生
れ
、
昭
和

五
十
三
年
九
月
二
十
四
日
ま
で
に

宇
治
市
に
転
入
さ
れ
た
人
（
転
入

届
を
さ
れ
た
人
）
で
す
。

▼
不
在
者
投
票
…
…

投
票
日
の
当
日
、
旅
行
や
病
気
、

出
産
な
ど
の
た
め
、
ど
う
し
て
も

投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
十
二
月

京都府南部地区の最低賃金

一
定
の
身
体
上
の
ｎ
ｍ
有
す
る

人
に
限
り
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
手
続
き
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付

を
受
け
、
同
証
明
書
を
投
票
用
紙

お
よ
ぴ
投
票
用
封
筒
交
付
謂
求
書

に
添
付
の
う
え
、
投
票
日
四
日
前

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵

便
投
票
証
明
書
は
、
選
裕
期
日
以

前
で
も
交
付
し
ま
す
の
で
、
早
い

め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
投
票
所
の
変
更
…
…
．

Ｈ
第
四
区
投
票
所
が
、
菟
道
第
二

小
学
校
か
ら
宇
治
市
職
員
会
館

に
か
わ
り
ま
す
。

目
第
十
九
区
投
票
所
は
、
且
椋
公

会
堂
が
改
築
中
の
た
め
、
今
回

の
選
挙
と
次
の
統
一
地
方
選
挙

’
に
か
ぎ
り
大
久
保
幼
稚
幽
に
か

わ
り
ま
す
。

な
お
、
第
四
投
票
区
、
第
十
九
投

‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ

票
区
の
有
権
者
に
か
ぎ
っ
て
、
投

．
票
所
変
更
周
知
の
た
め
投
票
所
入

場
整
理
券
は
、
世
帯
ご
と
に
封
書

京
都
府
下
最
低
賃
金
を
改
正

こ
の
ほ
ど
、
京
都
府
下
の
産
業
別

最
低
貨
金
が
表
の
と
お
り
改
正
さ
れ

一
部
の
業
種
を
残
し
て
実
加
さ
れ
て

賃金額

頁 適用区分

銭■下欄のものは除く

和服、縫製業の技能習得中の者で経験2年未満のもの

南部地区

北部地区及びねん糸製造業金銀糸製造業

南部地区

下棚のものは除く

－
主たる業務が手作業による「紙はり」の業務

－

㎜ ■

－

南部地区の機械・金属製品等製造業並びに自動車整備業

南部地区ｍｍ．師見習を除く）

最低賃金の名称
最低

日額 時間1

都府 2．515円
円315．00

時間額■適用区分

270．002，160
一 一 一 一 一

－

低賃
－－ － － ・

352．50

Ｗ皿㎜－339．50

京
最

一 一 一 一 一 一

－ 〃 － ㎜ ・ ㎜

371．50

一一一一一一一

357．50

332．25

360．50

2，820

Ｊ．・－皿－・ｗ㎜’

2，716

－－－－・

2．530

＿．＿．＿．

・2．972

”㎜－㎜1→ａ－－ｌ

2，860

－－－・－－●㎜

2，658

業造食料品製

繊維産業

（和服縫製業を除く）

一一‥－一一木材・木製品・家只・

裟備品製造業
ふ＝ｌ㎜㎜皿●Ｗ－－－

パルプ・紙・

紙加工品製造業

2，884出版・印刷・同関辿産業

産

業

別

最

低

賃
－ － － － － ａ 皿 ㎜ ｒ ・

い
ま
す
・
。

こ
の
最
低
賃
金
は
、
ぶ
菜
。
所
。
で
働

く
常
川
、
臨
時
、
バ
ー
ド
な
ど
の
全

て
の
労
働
者
に
適
川
さ
れ
ま
ｙ
。

も
し
、
使
川
者
が
浹
め
ら
れ
た
貨

金
以
上
に
支
払
わ
な
か
っ
た
吻
合
に

は
、
処
罰
の
対
象
と
な
り
、
ま
た
、

最
低
賀
金
以
下
の
貸
包
で
労
恂
協
約

を
結
ん
で
も
、
そ
の
部
分
は
綴

な
り
ま
す
の
で
ご
汪
意
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通
常
の
労
働

時
間
0
－
労
働
日
に
対
応
す
る
「
所
定

内
賃
金
」
で
あ
っ
て
帑
皆
勤
手
当
、

通
知
手
当
、
家
族
手
当
、
時
閻
外
手

当
、
休
日
手
当
な
ど
の
「
除
外
賃
金

」
は
合
み
ま
せ
ん
。

な
お
、
使
川
者
は
、
最
低
賀
金
の

ま
た
は
交
通
労
政
誠
ま
で
。

（
交
通
労
政
課
）

で
お
届
け
し
ま
す
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

農
業
委
員

選
挙
人
名
簿
調
整

国
民
健
康
保
険
証

住
所
変
更
な
ど
届
け
を

参
し
て
保
険
年
金
課
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

な
お
、
各
災
命
所
で
の
切
替
え
日

程
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
久
保
保
育
所
で
は
十
二
月
十
三

日
に
行
わ
れ
、
こ
こ
で
は
島
田
市
長

ペ
ッ
タ
ン

ペ
ッ
タ
ン

お
も
ち
つ
き

工
業
統
計
調
査

市
税
の
出
張
受
付

そ
こ
で
、
こ
れ
に
先
立
ち
宇
治
市

賃
で
も
ガ
ス
器
具
調
整
に
必
嬰
な
部

岫
を
川
意
ｙ
る
た
め
の
事
前
調
査
が

一
月
十
九
日
か
ら
三
十
日
ま
で
失
加

1
月
1
9
日
か
ら

あ
り
ま
し
た
ら
、
督
促
状
や
催
告
書

を
持
参
の
う
え
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
・
・
1
2
月
2
5
日
（
月
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

▽
と
こ
ろ

木
幡
公
民
館
大
和
田
公
会
堂

神
明
公
民
館
開
公
民
館

広
野
公
民
館

な
お
、
便
利
な
口
座
振
替
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
金
融
機
関
の
窓
口

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
来
年
度
か
ら
納
税
の
出
張

受
付
を
廃
止
し
ま
す
の
で
ご
承
知
く

だ
さ
い
。
（
納
税
課
）

や
、
次
の
資
格
を
持
っ
て
お
ら
れ
る

人
は
、
毎
年
1
2
月
3
1
日
現
在
の
就
業

状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
法
律
に
よ
っ

て
届
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
’

こ
の
届
出
は
、
国
や
京
都
府
が
有

資
格
者
の
実
態
を
把
握
し
て
、
医
療

行
政
や
公
衆
衛
生
行
政
を
す
す
め
て

い
く
た
め
の
■
ｍ
な
資
料
と
な
り
ま

す
。

■
届
出
ｍ
者

▽
医
師
▽
歯
科
医
師
▽
薬
剤
師
▽

保
健
婦
▽
賢
護
如
（
士
）
▽
准
看

護
婦
（
士
）
▽
助
産
婦
▽
歯
科
衛

生
士
▽
歯
科
技
工
士

な
お
、
届
出
先
は
、
歯
科
衛
生
士

と
幽
科
技
工
士
に
つ
い
て
の
み
京
都

府
儒
生
部
医
直
課
で
、
そ
れ
以
外
の

人
は
保
健
所
で
す
。
届
出
期
限
は
い

ず
れ
も
来
年
1
月
1
5
日
ま
で
で
す
。

あ
て
は
ま
る
人
は
、
も
れ
な
く
届
出

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
京
都
府
）

る
す
べ
て
の
ガ
ス
器
具
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。
調
査
日
は
、
約
一
週
間
前

に
大
阪
ガ
ス
か
ら
各
ご
家
庭
ま
で
連

絡
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。な

お
、
宇

洽
市
で
は
、

ガ
ス
器
具
の
調
査

こ
の
転
換
作

菜
に
関
し
て

市
民
の
み
な

さ
ん
の
生
活
と
安
全
を
守
■
■
ｏ
ｍ
か

ら
、
大
阪
ガ
ス
に
い
ろ
い
ろ
と
嬰
望

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

（
文
蕃
広
報
課
）

天然ガス転換についてのお問い合わせは

大阪ガス京都転換センター

075（681）4131

54年］月にガス器具調査を予定しております

市民のみなさまのご協力をお願いします，

＼。〒。川白川………ｊ………トｉＪＪ………万

Ｕｉ

。｜｜｜
ｆ

，

ｙ：ｉｉｉ

‖「

ｉ

。

※ガス器具調査日は約一週間前に各ご家

庭にお知らせしまＴｏ

※調査時には，すべてのガス器具を係員に

お示しください。

※天然ガス転換は都市ガス6Ｃ（4，500Ｋ

ｃａ£／ｍ’）をご使用のお客さまを対象とし

まｔｏ

都市ガスを安定し－Ｔお届けするための天然ガス

転換。大阪ガスでは、すでに100万戸のご家庭

に天然ガス（都市ガス13Ａ－ｌｌ，000Ｋｃａ≪／ｍ’）

を供給しておりまち

天然ガスは現在の都市ガスとカロリーや性状

が異なりますので、転換時にガス器具の調整

が必要やす。宇治市内でも54年8月上旬～

9月下旬にかけて順次、転換を予定しており。

準備作業として、54年1月にガス器具調査を

予定しておりまち

679

お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
保
険
料

大
阪
ガ
ス
で
は
、
現
在
の
都
市
Ｉ
ｎ

ｙ
を
昭
和
五
十
四
年
八
月
二
日
か
Ｉ
り

天
然
ガ
ヌ
に
切
替
え
6
作
業
を
ｙ
ｈ
＼

め
て
い
ま
す
。

天
然
ガ
ス

に
な
れ
ば
、

現
在
便
川
し

て
い
る
ガ
ス

器
具
が
そ
の

天然ガス切替え

ま
ま
で
は
使
え
な
く
な
り
ま
ず
。
こ
さ
れ
ま
す
。

の
た
め
、
天
然
ガ
ス
に
切
替
わ
■
Ｏ
Ｓ
こ
の
調
査
は
朗
ホ
な
も
の
で
、
短

に
正
し
く
燃
焼
す
る
よ
う
に
調
整
し
時
間
で
終
わ
り
ま
ず
。
現
在
使
っ
て

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
な
い
器
以
も
合
め
て
、
家
庭
に
あ

医
療
関
係
の
人
へ

年
末
の
届
け
を
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市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
快
適
な
お
正
月
を
迎
え
て
い
た
だ
こ
う
と
。
燃
え

る
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
十
二
月
三
十
日
ま
で
延
長
し
て
収
集
し
ま
す
。
ま
た
、
城
南
衛

生
管
理
組
合
で
も
、
年
末
年
始
の
し
尿
収
集
は
特
別
日
程
を
組
ん
で
い
ま
す
。
収
集

日
を
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
は
3
0
日
ま
で

年
始
は
４
日
か
ら

年
末
は
、
大
掃
除
や
お
正
月
の
準

備
な
ど
で
各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ

ミ
の
量
が
多
く
な
り
ま
す
。

週
二
回
収
集

早
く
も
一
年

燃
え
な
い
ゴ
ミ

ゴ
ミ
減
量
運
動
に
ご
協
力
を

■
ゴ
ミ
は分

別
し
て

こ

②
ブ
ラ
ス
i
K
＾
ク
ー
ピ
ニ
ー
ル
類
の

よ
う
に
、
燃
や
す
と
有
害
ガ
ヌ
や

異
状
高
畠
を
発
生
さ
甘
心
も
の

な
ど
で
、
こ
れ
ら
は
焼
却
炉
に
混
入

す
そ
故
障
の
原
因
と
な
っ
た
り
炉

の
寿
命
を
早
め
た
り
し
ま
す
。

各
家
庭
か
ら
出
る
燃
え
な
い
ゴ
ミ

を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、
金
属
（
空
カ

ン
・
家
庭
電
化
裂
品
を
含
む
）
・
が

■
水
切
り
を

十
分
に

分
以
上
は
水
分
で
す
。
水
分
が
多
い

ほ
ど
焼
却
処
理
に
手
向
が
か
か
り
、

経
賢
が
か
さ
み
ま
す
。
ま
た
、
腐
敗

や
悪
臭
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

４
ｎ
ｌ
£
の
ゴ
ミ
な
″
尿
を
合
ん
だ
ゴ

ミ
は
、
必
ず
水
切
り
を
し
て
か
ら
出

し
て
く
だ
さ
い
。

仙
郷
山
処
分
地

年
末
は

2
9
日
ま
で

新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
類

古
紙
回
収
事
業
へ

ゴ
ミ
減
量
と
資
源
の
再
利
用
を
は

か
る
た
め
、
市
で
は
、
新
聞
・
雑
誌

・
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
古
紙
回
収
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
約
百
九
十

の
自
治
会
や
町
内
会
、
団
体
等
で
参

加
を
い
た
だ
き
、
昨
年
は
約
七
百
ｙ

の
古
紙
を
回
収
で
き
ま
し
た
。

古
紙
回
収
は
、
参
加
団
体
ご
と
に

毎
月
一
回
、
い
ず
れ
か
の
水
曜
臼
に

行
っ
て
い
ま
す
。
回
収
古
紙
に
は
、

一
ｎ
当
り
五
円
の
報
償
金
を
お
支
払

い
い
た
し
ま
す
。

古
紙
回
収
事
業
に
つ
い
て
の
く
わ

し
い
こ
と
は
、
忠
弧
鏡
部
清
掃
課

へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

23日から特別収集し尿

Ｏ
午
組

す
の
理

ま
日
管

い
2
9
生

行
月
衛

を
1
2
南

集
゛
城

収
し
｀

別
認
は

特
確
せ

で
ら
わ

ま
か
合

日
ル
問

1
2
一
お

ら
ホ
の

か
ン
て

日
マ
い

６
ず
っ

月
必
に

１
ゝ
集

の
ら
収

年
た
尿

来
し
し

と
ま
○
○

で
り
い
で

ま
あ
さ
ま

日
が
だ
I

2
9
れ
く
番

一
万
｀
に

5
1
7

1

日
収
絡
1

2
3
に
連
6
3

月
内
に
5

1
2
年
で
0
7

は
・
｀
ま
話

尿
お
時
電

し
な
５
ぐ

後
合

釦
㈹
４
１

‐

回
い

回
ご
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